
１０
年
後
の
建
設
産
業
を
見
据
え
て

技
能
労
働
者
の
位
置
づ
け
課
題
に

災
害
時
に
快
適
な
環
境
を
確
保

国
交
省

勉
強
会

水
環
境
部
会
長
な
ど
指
名

循
環
共
生
型
社
会
構
築
へ

中
環
審

国
土
交
通
省
の
建
設
産
業
政
策
会
議
（
座
長
・
石
原
邦
夫
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
㈱
相
談
役
）
は
二
月
八

日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中
央
合
同
庁
舎
四
号
館
共
用
会
議
室
で
第
一
回
「
法
制
度
・
許
可
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
」
（
座
長
・
大
森
文
彦
弁
護
士
・
東
洋
大
学
法
学
部
教
授
）
を
開
き
、
十
年
後
の
建
設
産
業
を
見
据
え
た
法
制

上
の
見
直
し
を
開
始
し
た
。
建
設
業
法
に
基
づ
く
許
認
可
制
度
や
技
能
労
働
者
の
位
置
づ
け
な
ど
を
検
討
課
題
に

地
域
の
建
設
業
が
安
定
し
て
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
へ
法
改
正
も
視
野
に
検
討
す
る
方
針
だ
。

建
設
産
業
政
策
会
議
で
は

建
設
産
業
が
十
年
後
も
生
産

性
を
高
め
な
が
ら
現
場
力
を

維
持
で
き
る
よ
う
法
制
度
を

は
じ
め
建
設
業
関
連
制
度
の

基
本
的
な
枠
組
み
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
る
。
そ
の

柱
と
し
て
有
識
者
に
よ
る
①

法
制
度
・
許
可
②
企
業
評
価

③
地
域
建
設
業
│
│
の
三
つ

の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を

新
た
に
設
け
て
論
議
を
深
め

る
こ
と
に
し
た
。

当
日
の
初
会
合
で
は
谷
脇

暁
同
省
土
地
・
建
設
産
業
局

長
が
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
ち

「
建
設
業
界
は
土
木
や
建
築

な
ど
裾
野
が
広
く
、
公
共
と

民
間
で
も
性
質
は
異
な
っ
て

い
る
。
昨
今
で
は
生
産
シ
ス

テ
ム
そ
の
も
の
が
大
き
く
変

化
し
て
お
り
、
こ
れ
を
踏
ま

え
て
新
た
な
枠
組
み
を
形
成

す
る
必
要
が
あ
る
。
皆
さ
ま

か
ら
貴
重
な
知
見
を
賜
り
た

い
」
と
述
べ
た
。

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で

は
当
面
の
検
討
課
題
と
し
て

①
建
設
業
法
に
お
け
る
工
事

・
建
設
業
者
・
技
能
労
働
者

な
ど
の
定
義
②
建
設
業
法
の

構
成
・
変
遷
③
建
設
産
業
の

態
様
と
プ
レ
ー
ヤ
ー
④
請
負

契
約
と
そ
の
規
律
⑤
許
認
可

制
度
⑥
技
能
労
働
者
の
位
置

づ
け
│
│
な
ど
を
提
示
。
地

域
の
守
り
手
で
あ
る
地
方
の

建
設
業
者
が
安
定
し
て
活
躍

で
き
る
よ
う
許
可
面
の
見
直

し
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

円
滑
な
事
業
継
承
に
向
け
た

新
た
な
環
境
づ
く
り
に
着
手

す
る
。
技
能
労
働
者
に
つ
い

て
は
技
能
に
応
じ
た
処
遇
の

改
善
、
製
造
業
並
み
の
年

収
、
週
休
二
日
の
実
現
、
建

設
業
の
魅
力
向
上
を
通
じ
た

若
年
層
の
安
定
的
な
入
職
な

ど
を
め
ざ
す
。

国
土
交
通
省
は
二
月
九

日
、
東
京
・
千
代
田
区
内
神

田
の
日
本
下
水
道
協
会
会
議

室
で
「
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

普
及
促
進
勉
強
会
」
を
開
催

し
た
。
災
害
時
に
お
け
る
快

適
な
ト
イ
レ
環
境
の
確
保
へ

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
普
及

促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
や

地
方
公
共
団
体
の
具
体
的
事

例
を
紹
介
し
た
。

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
に
は

災
害
時
で
も
日
常
使
用
し
て

い
る
ト
イ
レ
に
近
い
環
境
を

迅
速
に
確
保
で
き
る
と
い
う

特
徴
が
あ
る
。
東
日
本
大
震

災
時
の
宮
城
県
東
松
島
市
や

熊
本
地
震
に
お
け
る
熊
本
市

で
避
難
所
に
設
置
さ
れ
、
被

災
者
か
ら
歓
迎
さ
れ
た
。

勉
強
会
に
は
地
方
公
共
団

体
な
ど
約
百
十
名
が
参
加
。

冒
頭
、
松
原
誠
同
省
下
水
道

事
業
調
整
官
が
あ
い
さ
つ
に

立
ち
「
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

は
い
か
に
衛
生
的
に
快
適
に

使
っ
て
も
ら
え
る
か
が
重
要

に
な
る
。
四
都
市
か
ら
貴
重

な
話
を
う
か
が
う
が
、
避
難

環
境
の
充
実
に
つ
な
げ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
同
省
の
取
り
組
み

を
説
明
し
、
普
及
啓
発
動
画

「
災
害
時
の
ト
イ
レ
、
ど
う

す
る
？
」
を
公
開
。
事
例
紹

介
で
は
熊
本
市
上
下
水
道
局

管
路
維
持
課
の
甲
斐
秀
就

氏
、
神
戸
市
下
水
道
部
管
路

課
の
安
岡
英
之
氏
、
恵
那
市

上
下
水
道
課
の
鈴
木
克
哉

氏
、
北
九
州
市
上
下
水
道
局

下
水
道
計
画
課
の
北
川
啓
一

氏
が
そ
れ
ぞ
れ
の
活
用
状
況

に
つ
い
て
報
告
し
た
。

中
央
環
境
審
議
会
の
第
二

十
四
回
総
会
が
二
月
八
日
、

東
京
・
千
代
田
区
の
グ
ラ
ン

ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
で
開
か
れ

た
。
山
本
公
一
環
境
相
ら
が

出
席
し
、
新
会
長
に
武
内
和

彦
東
京
大
学
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
学
連
携
研
究
機
構
長

・
教
授
を
選
出
す
る
と
と
も

に
、
水
環
境
な
ど
各
部
会
長

を
指
名
し
た
。
重
点
課
題
と

し
て
循
環
共
生
型
社
会
の
構

築
や
東
日
本
大
震
災
の
復
興

・
創
生
へ
審
議
を
進
め
て
い

く
。当

日
は
冒
頭
、
山
本
環
境

相
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
皆

さ
ま
の
ご
協
力
に
深
く
感
謝

し
て
い
る
。
当
省
の
施
策
推

進
へ
一
層
の
ご
意
見
ご
指
導

を
賜
り
た
い
」
と
述
べ
、
伊

藤
忠
彦
副
大
臣
と
比
嘉
奈
津

美
政
務
官
が
活
発
な
取
り
組

み
を
呼
び
か
け
た
。

総
会
で
は
会
長
に
選
出
さ

れ
た
武
内
氏
が
会
長
代
理
に

新
美
育
文
明
治
大
学
法
学
部

専
任
教
授
、
水
環
境
部
会
長

・
土
壌
農
薬
部
会
長
に
岡
田

光
正
放
送
大
学
教
授
・
教
育

支
援
セ
ン
タ
ー
長
、
循
環
型

社
会
部
会
長
に
酒
井
伸
一
京

都
大
学
環
境
安
全
保
健
機
構

附
属
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー
長

・
教
授
、
地
球
環
境
部
会
長

に
安
井
至
一
般
財
団
法
人
持

続
性
推
進
機
構
理
事
長
ら
を

指
名
し
た
。

谷脇局長

ワーキンググループが初会合

第２４回総会を開催

大森座長

山本環境相

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
普
及
促
進

４都市が事例紹介
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